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あじま～
情報交差点・心と心の交わり

大宜味村教育委員会

電話４４－３００６

FAX ４４ー３０２０

　１月 17 日（金）ࠊ中国の㤶 天教ః⳹小学ᰯ５年生 25 交流࡞ࠎᵝ４年生～㸴年生ࠊゼれࢆ大ᐅ小学ᰯࡀྡ

ࠋࡓࡋࡲ࠸⾜ࢆ

　４年生のඖẼ࣮ࣥࣛࢯ࡞⠇࡛㏄࠼入れࠊ㸴年生ࡀⱥㄒ࡛日ᮏのᩥࠊࢶ࣮࣏ࢫࡸἈ⦖のࡸ࣮ࢧ࢚ⰸⷀᕸࠊ㣗ࠊ≀

大ᐅ小学ᰯのᵝ子ࢆ⤂５ࠋ年生ࡣ᪩ཱྀゝⴥ࡞ࡿࡍࢆࢪࣥࣞࣕࢳ㤶 ࡽ᮶ࡓ㐩ࢆ႐ࠋࡓࡋࡲࡏࡤ⮬ᕫ⤂࡛

࣮ࢳ୧小ΰྜのࡣ࡛ࢡ交流ࣞࡓれࢃ⾜のᚋࡑࠋ交流࡚࠼談も交➹ࡸ࣮ࣕࢳࢫ࢙ࢪ࠸ࢆ日ᮏㄒࠊ中国ㄒࡸゝのⱥㄒ∦ࡣ

ࠋࡓࡋࡲࡾࡀୖࡾ┒࡚ࡋࢆ࣮ࣝ࣎ࢴࢵࢻࠊࡾసࢆ࣒

　交流ࡔࡲࡔࡲࡣ⥆きࠊ⤥㣗ࠊࡸΎᤲάືも一⥴ࡇࠋࡓࡋࡲ࠸⾜の日の交流࠼⤊ࢆ㸴年生の大ᇛᮤᡯࡣࢇࡉ「ゝⴥ

Ώᩜࠊࢇࡉ４年生の㧘Ⰻᆂࠊࡋヰ「ࡓࡗࡋᴦࠋࡓࡋヰ࡚ࡗ㒊ࢆⱥㄒࡿき࡛ࠊࡅࡓࡗࡋ㞴࡚ࡃ࡞ࡌ㏻ࡀ

ⰼࡣࢇࡉ「ࢇࡉࡃࡓ交流࡛きࠋࡓ中国ㄒもちࡗࡻ࠸㏻ࠋࡓࡌ日ᮏㄒࡀ㏻ࡓࡌのࡀ面ⓑࡓࡗ」　႐ࠊࡧ┿႐ᚿ

⨾㡢ࠊࢇࡉᒣᇛもも子ࡣࢇࡉ「࡚も௰Ⰻࠊ࡚ࡗ࡞ࡃ⤥㣗㛫㤶 の子一⥴ⱁࡿࡸࢆ子も࡚࠸面ⓑࡓࡗ」

➗㢦࡛ヰࡃ࡚ࡋれࠋࡓࡋࡲ

　㝈ࡽれࡓ㛫の中࡛ࠊࡀࡓࡋ国ࡸゝⴥࡣ㐪࡚ࡗももࠊࡧࡑ࠶ࠊ࠸ࢃ学࡛ࡇ࠺࠶ࡧお࠸῝ࡿ▱ࢆ࠸交流ࡀ

࡛きࠋࡓࡋࡲ

熱烈歓迎
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２㧡ᐕੑචᱦの㓸い

　１月４日（土）ࠊ大ᐅᮧ㎰ᮧ⎔ቃᨵၿ࣮ࢱࣥࢭおࠊ࡚࠸௧７年大

ᐅᮧ十ṓの㞟ࢃ⾜ࡀ࠸れࠋࡓࡋࡲ年のヱᙜ者ࡣ 2� ち࠺のࡑࠊྡ 22

ࠋࡓࡋࡲࡋฟᖍᘧࡀྡ

　面ᙳもṧࡋつつࡾࡗࡍᡂ長ࡓࡋ大ᐅ中 40 ᮇ生ࠋ⏨子ࠊࢶ࣮ࢫࡣዪ

子ࡣⰍࡾࡾの個ᛶ㇏≀╔࡞㌟ࢆໟ࡛ࢇ➗㢦࡛入ሙࢇࡉࡃࡓࠊࡋの

ࠋࡓࡋࡲれࡽ࠼ᢿᡭ࡛㏄࠸ 

　ᡂ人者௦⾲ࡉ࠸࠶つࡓࡋࢆ大ᐅ区のୖ地ࡣࢇࡉ「大人࡚ࡗ࡞も⏨

ዪ㛵ಀࡃ࡞Ẽ㍍㞟ࠊࡾࡲᖖ㢦ࡽࡏࢃྜࢆれࡿ⎔ቃ࠸れࡇࡿឤㅰ

࡚ࡅྥ⌧ᑗ᮶のክのᐇࡋ㐍学ࡣちࡓ⚾ࠋࡍࡲࡌឤࡽᚰࡓࡗࡼれ࡚ࡲ生大ᐅᮧもࡿࡍ

㡹ᙇࡿ࠸࡚ࡗ人ࠊᑵ⫋ࡋ♫会人࡚ࡋ大人の௰㛫入ࡓࡋࢆࡾ人ࠊ⮬ᕫのᡂ長のࡵࡓດຊࡿ࠸࡚ࡋ人࡞

ᡂࠊࡓ࠼㏄ࢆ㛛ฟ࡞ࡓ新࡚ࡋ࠺ࡇࠊࡀࡍれ࡛ࡒれࡑࡣሙ❧ࠋࡍࡲ࠸࡚ࡗ㏦ࢆࠎ日࡞㇏個ᛶࡀࠎྛ

人࡚ࡋの⮬ぬࢆᣢち㈐௵ឤ࡞࠺ࡼࡿࡅ࠸࡚ࡋࢆື⾜ࡿ࠶大人࡞れ࠺ࡼࡿບ࠸࡛ࢇき࠸ࡓᛮࡍࡲ࠸」

ࠋࡓࡋࡲ㏙ࢆỴព

　ᘧᚋの⃭ບ交会࡛ࡣᡂ人者の大▼ὒᖹࡀࢇࡉᙎきㄒࢆࡾᢨ㟢ྠࡋ⣭生ࡸᐙ᪘ࠊ地ᇦの᪉ࢆࠎ႐ࡤ

ࠋࡓࡋࡲࡏ

　個ᛶ㇏࡛ᴦ࣮ࣂ࣓ࣥ࠸ࡋの40ᮇ生ஂࠋ ࠋࡓࡋࡲれࡃ࡚ࡏぢࢆࡉ௰のⰋ࠸࡞ࡽࢃኚの㡭࠶の会もࠎ

令和７年　大宜味村「二十歳の集い」

ᚑ人ઍ：ಐߐん

３ 大ዊア࡞ࡉࡦࠨࡦ体㛎⛎食࠲ࡦーより

　１月９日（木）10 日（金）ࠊ大ᐅ小学ᰯࡽࡲࡃࣝࣈࣥࢧࣥの

࠸⾜ࢆ㡢ᴦの授業ࡴࡋᴦࢆࣝࣈࣥࢧࣥ招き３～㸴年生ࢆࢇࡉ࡞ࡳ

ࠋࡓࡋࡲ

　９日の４年生の授業࡛ࡣᅇ⏝ࡿࡍᴦჾ₇ࢆዌࡽࡀ࡞ࡋ⤂ࣆࠋ

␒᭤➨５⯙࣮ࣜ࢞ࣥࣁࡀጜጒࢇࡉㄔᐇࠊࢇࡉ新ᓮὒᐇࡿࡍᢸᙜࢆࣀ

₇ዌࡓࡗྜࡀ人のᜥࡾࡓࡗ࡞ࡃ㐜ࡾࡓࡗ࡞ࡃ᪩ࡀ᭤ࠋ㐃ᙎ࡛ᢨ㟢ࢆ

ࢽ࣮ࣔࣁ」ࡣࢇࡉᢸᙜのẚ⚈人࢝ࢽ࣮ࣔࣁࠋࡓࡋࡲ࠸ࡽも࡚ࡏぢࢆ

ࠊれࡃ࡚࠼教「ᴦჾࡿࡅࡩྠࢆకዌࢹ１つのᴦჾ࡛࣓ࣟࡣ࢝

࢝ࣜࣇࡀࢇࡉࡺ࠶⏣ᢸᙜの㣕ࣥࣙࢩࢵ࣮࢝ࣃ・ࣂ࣐ࣥࣜࠋࡓࡋࡲれࡃ࡚ࡋᢨ㟢ࢆのḷの㍯ၐ࢚ࣝ࢝

の木⍆࡛ࡤ࠺࠸ࢺࢵ࣐ࣞࣂ࣐ࣥࣜࡿ࠶ちつ࡚࠸説明ࠋฟ࠸ࡓࡋ㡢࡛ࢆࢺࢵ࣐ࣞ㑅ࢆࡇࡪ教࡚࠼

ࠋࡓࡋࡲれࡃ࡚ࡏࡉの₇ዌ体験もࣂ࣐ࣥࣜࠊれࡃ

ຬẼ」࡛ࣥࣙࢩࢵ࣮࢝ࣃ࣮ࢹ࣎࠺࠺ࡼᴦჾのࢆศの体⮬ࠊのᚋࡑ　 100㸣」ࢆ┠ࠋ⌧⾲࡛࡞ࢇࡳࢆ

つ࡚ࡗࡴሙ面ࢆീ「࣮ࣂ࣮࣒ࣜࣥ」ࡽࡀ࡞ࡋの₇ዌࡇࡃ⫈ࢆもࠋࡓࡋࡲࡋ

　授業ᚋもᵝ࡞ࠎᴦჾゐれࡏࡉ

㡢ᡭୖࡣ体験࡛ࣝࣂࣥࢩࠊれࡃ࡚

❺ඣࠋఱᗘもᣮᡓ࡛࡞ࢇࡳࡿࡏฟࡀ

㡢」ࡉࡲࠊࡾࡀୖࡾ┒࠸ちも大ࡓ

ࡇࡿࡅཷࢆ㡢ᴦの授業「ࡴࡋᴦࢆ

ࠋࡓࡋࡲき࡛ࡀ

૧̱̞͜のͦͥͅȂ͐ڠ̦͙̱ͣ̈́ڢȁఱܽྙȂͺϋϋήσఘࡑ

ୌٛೋͤ͢ȶ̮ͤͭȷ̧̞̹̺̱̹ͬ͘Ȋ
　１月 23 日（木）大ᐅ小中学ᰯの学ᰯ⤥㣗⊩❧おࠊ࡚࠸ᮏᮧ

ࠊ「ࡋࡪ┠」⌮ᓥ┴す会ὠ⏫の㒓土ᩱ⚟ࡿ࠶のዲ・交流㒔ᕷ࡛

ඣ❺生ᚐࢆ➼「ࡈࢇࡾ」ࠊ「ࡺ࡙ࡇ」

ᥦ౪ࠋࡓࡋࡲࡋ

ᙜ日⏝ࠊࡣ「ࡈࢇࡾ」ࡓࡋ๓す

会ὠ⏫ࡽࢇࡉのᚚཌពࡾࡼ↓ൾ࡛ᥦ౪ࡔࡓ࠸きࠋࡓࡋࡲ

　ඣ❺生ᚐ㐩ࡣࡽ「す会ὠの࣮ࡔࡈࢇࡾ」႐ࡧのኌࠊࡆ࠶ࢆ⨾ࡋ

࠶ㄔࡣのᗘࡇࠊす会ὠのⓙᵝࠋࡓࡋࡲ࠸࡚㣗ࢆ㣗⤥࡚ࡗ㢋ᙇ࠺ࡑ

ࠋࡓࡋࡲ࠸ࡊࡈ࠺ࡀࡾ

·΄Σ΅ΛΙϋͤ͢ȶρ΅Ω;ΘȜȷの̹̱̜̦ͤ͘ރȊ

　１月 24 日（金）の学ᰯ⤥㣗⊩❧お࢟ࣛ࢝」࡚࠸

XJDQL.LWFKHQ.ࠊࡾࡓ࠶ࡿసࢆ「ࢺࢫ࣮ࢺࢶࢵࢼ

ྜྠ会♫のᐑᇛ⨾子ࡾࡼࢇࡉ大ᐅᮧ学ᰯ⤥㣗ࢭ

ࣃ࢟ࣛ࢝」࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡗ子౪㐩のⅭ࣮ࢱࣥ

ᙜ日の࡛ࡲࡉࡆおࠋࡓࡋࡲࡾ࠶ࡀのᥦ౪「࣮ࢲ࢘

࡛ࢇඣ❺生ᚐ㐩も႐ࠊࡾࡀୖࡃࡋ⨾ࡣࢺࢫ࣮ࢺ

㣗ࡿ࠸࡚ᵝ子࡛ࠋࡓࡋᐑᇛ⨾子ࠊࢇࡉඣ❺生ᚐ

㐩のⅭㄔࠋࡓࡋࡲ࠸ࡊࡈ࠺ࡀࡾ࠶
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わん߬く体㛎࿅ԝἺきし㧐ୃੌᑼ 䠐

　１月 18 日 （土）、 大宜味村農村環境改善センターにおいて令和６年度わんぱく体験団⑥「TAKIDASHI （炊き出し）＆

修了式」 が行われました。

　昨年の沖縄本島北部豪雨では多くの家が被災し、 国頭村では被災した人たちのために炊き出しが行われました。

　いつどこで起こるかわからない災害。 実際に災害があった時命を守ることはもちろんですが、 安全が確保された後、

自分たちにもできることや協力できることがあるかもしれない。 とゆーことで、 試してみよう、 炊き出し。

　メニューは何がいいかな？ 冬だし、 あったかいのがいいよね？ そしたら汁物？ そばもおいしいよね？ 安くて出汁を取り

たいよね？ と言うことで、 ハイケイそばを作ることに決定！！　わんぱくらしく、 まずは丸鶏を解体することから始めます。

令和６年度わんぱく体験団丸鶏の解体に挑戦！！

　鶏が解体できたら火にかけます。 その間に作業台をきれいにして、 次は野菜を切ります。 やることたくさん。 わんぱ

くたちはテキパキ作業を進めます。 鍋の鶏も忘れちゃいけない。 沸騰したら、 今度は灰汁取りに励みます。 鶏肉に

十分火が通ったら、 一旦鍋から取り出し、 骨から肉をそいで食べやすくします。 スープの味付けは寛さんに任せて、

そばにかけたら、 ハイケイそばの完成です！！家族も呼んでいよいよ実食。 炊き出しらしく、 外で食べます。

　丸鶏の解体は副団長の寛さんに教わります。 みんな真剣に見入ってます。 さあ、 次はあなたたちの番。 最初から

うまくできなくてもいい。 とにかく挑戦してみよう！ 各班２羽の丸鶏を解体しよう！ まずは脚を開きます。 包丁で皮を切っ

たら、 関節を外して、 腱を切ったら、 肉を切って脚を外します。 脚が外せたら、 次は手羽。 その次は胸肉、 ささみと

１羽の鶏をお店で売っているような部分部分に分けていきます。 だいたいでいいです。 食べやすい大きさにできれば OK♪

　みんなが作ったハイケイそば。 果たして、

そのお味は？？？

　ハイ！おいしい。 当たり前においしい。

そして食べやすい。 頑張ったかいがありまし

た。 お腹も心も満たされました♪

　今回は今年度最後のわんぱく。 修了式

ではもも子さん、 美音さん、 将大さんの３名

が皆勤賞に！！１年間みんなよく頑張りました！

第６弾 「TAKIDASHI （炊き出し）＆修了式」

５ ࿑ᦠᖱႎᢎᆔだよりߖ⍮ら߅

図書室情報 θ66　2025 年（௧ 7年）2月
大ᐅᮧᅗ᭩ᐊ（旧議会Ჷ㸸ᮧྐ⦅⧩ಀෆ）

大ᐅᮧᏐ大වஂ 157 ␒地　0��0�44�300�　

2 月図書室カレンダー　閉室日 ：

利用状況累計

〇来室者数…のべ 3，796 人

〇貸出冊数…6,283 冊

〇登録者数…１86 人

1 月の統計（1/27 まで）

〇来室者数…のべ 48 人

〇貸出冊数…73 冊

現在の蔵書数…８,606 冊

新 

着 

図 

書

『自分で育む妊娠力』佐久本哲郎 / 著　光文堂コミュニケーションズ

『きょう、ゴリラをうえたよ』水野太貴 / 著　KADOKAWA

『やっとこっかな』わたなべぽん / 著　幻冬舎

『介護現場歴 20 年。』安藤なつ / 著　主婦と友社

『遊廓島心中譚』霜月流 / 著　講談社

『フェイク・マッスル』日野瑛太郎 / 著　講談社　

『すごすぎる色の図鑑』ingecter-e/ 著　KADOKAWA 

お問い合わせ
　塩屋湾一周マラソン大会事務局 （大宜味村教育委員会内）　TEL０９８０-４４-３００６ （担当 ： 島袋）

　または、 エントリーセンター℡０９８－９８７－４０００ （平日 10:00 ～ 17:00）

２０２５年 ４月２０日 （日） 開催

定　員  ： ８００名　※定員に達し次第締め切り

参加料 ： 大人３０００円／小人１０００円 （高校生以下）　

参加賞 ： タオル ・ 陶器

会　場  ： 旧塩屋小学校

新緑の塩屋湾を走ろう！

日 月 火 水 木 金 土 

      １ 

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 

９ 10 11 12 13 14 15 

16 17 18 19 20 21 22 

23 24 25 26 27 28  

蔵書点検をおこないます。

期間 ・ ・ ２/１７( 月 ) ～２７( 水 )

通常通り貸出などを行いながら点検します。

手にとった本は、 もとあった棚に戻すよう、

点検作業へのご協力をお願いいたします。

お 

し 

ら 

せ
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６

村史編さんだより

村ผ✬ߐんだより

第 166 号　2025 年 2 月 1 日　大宜味村村史編纂係４４－３００９　

懐しい昭和の記憶📷 謝名城より 1960 ～ 70 年代の写真の寄贈がありましたので、 ご紹介します♪

1�67 年　ᮍ・⏦生 4� ᡯ記念　生年⚃ࡣṇ࡛⚃ࡓࡗ ሙᚑ業員親╬記念⌧࣐ࢡ࢜♫建タࢳ࣮ࢸࢫ 1�57�5�12

ㅰྡᇛᗂ⛶園観ග記念　1�67 年 4 月 30 日 ㇏年㋀ࡾの㐨ࢆ࣮ࢿࢬᛮ࠸ᛮ࠸の௬࡛ฟ㏄ࡿ࠼፬人ࡓち

ㅰྡᇛの፬人ࡓち　㧥ᆺࡸ᭹ࡑࡽの௦の流⾜ࡀࡾศࡿ の๓࡛ྎ⯙࡞⡆᫆ⓗࡓࡋ⏝ࢆࢺࣥࢸ

ㅰྡᇛの子もࡓち　᫇ࡇࡣも子も࡛ࡩ࠶れ࡚ࡓ࠸ ࡓࡗ⾜ち　⤖፧ᘧものお⚃も⮬Ꮿ࡛ࡓのᖍの㟷年࠸⚃

７ 村ผ✬ߐんだより

　内法（ないほう）は、琉球王国において、間切や村の共同体秩序を守るた
めに定められた掟（おきて）で、村締（むらじまい）・村固（むらがたみ）・

村吟味（むらじんみ）などとも呼ばれていた。
　内法には間切内法や近隣のいくつかの村を一つのまとまりとした○ヶ村内法などがあり、違反者には木片に違
反の内容を記した札が渡され、次の違反者が出るまで罰金を払わなければならい仕組みで、積みあがった罰金を
払うことができず密かに逃げ出し山奥に籠る者もあったという。
　都市部においては昭和初期頃までにほぼ消滅したといわれるが、村史編纂係が各字で行なった調査では「戦後
まで “トゥイ札（鶏札）” を持たされた」という証言も出ており、やんばるでは形を変えて存続していた地域も
あるようだ。また、戦後の共通語励行にからむ “方言札” の想い出を語られる先輩方も多かった。以下に大宜味
村内で施行されていた内法を紹介する。
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　　　「教育の日　褒めて育てる」
　　

　　本村では、 ２月第一日曜日を 「教育の日」 と定めています。 今年は２日になりますが、

今回から子ども家庭庁が提唱している、 「こどもまんなか社会」 政策を受けて、 これまで

の教育委員会や学校が中心だった催しから、 子ども中心の催しにしたいと考えています。

各学級における授業公開、 児童生徒の学習成果の発表、 そして、 この１年文化、 スポーツ、 学校及び

地域行事等で活躍、功績のあった児童生徒を多くの村民の前で表彰し、褒めてあげたいと思っています。

　乳幼児教育において一番大切にしていることは褒めて育てることです。 乳幼児期にかかわらず子育

ての基本は褒め、 認めることで自己肯定感を高めることだと思います。 また、 学ぶ意欲を引き出すた

めの大きな要因に、 他人に認められるということがあります。 常時関わっている保護者や学校の先生

以外に地域の方に認め、 褒められることは学習意欲が倍増すると言われています。 今回の児童生徒表

彰がその機会になることを願っています。

　さて、 今回の表彰者には学校教育の場のみならず地域で頑張っている子たちについても、 各区の区

長さんから推薦をいただきました。 具体的には地域の豊年祭への参加です。 私も大宜味に戻ってきて

各区の豊年祭等にはできるだけ参加するようにしていますが、 住民がどんどん減少している中、 私が

幼い頃経験したのと同じように地域行事を守り続け、 あの頃と同じように毎年、 行事が行われている

ことに深く感銘を覚えています。 数年前、 故郷の根路銘区の豊年祭後の反省会で、 ある先輩が、 「絶や

してはいけないという地域に対する思いと多くの人の関わりによって毎年続けられていることに感謝

したい」 ということがありました。 学校では自分の住んでいる地域を愛する心を育てる学習がありま

すが、 その言葉こそが郷土愛だと思いました。

　教育の日には、 その地域行事のため一役を担っている子どもたちを含め、 児童生徒全員を地域全体

でいっぱい認め、 褒める日にしたいと考えています。

政信教育長のあじま～コラム

　２月になりました。 中学校のもちつき大会、 小学校の持久走大会、 「体験の翼」 冬季交流など冬ならではのイベントが
行われます。 西会津町、 雪降っているといいな。 雪で遊んだり、 寒い中で温かいもの食べたり冬を満喫したいです。

リュウキュウアオヘビ：ナミヘビ科今月の生きもの

　こんにちは！私、リュウキュウアオヘビです。

　私の体の背面は緑色（灰色がかった黄緑色）でもようもなく腹面

は黄色なので、みんなが思い描くヘビのイメージに一番近いんじゃ

ないかな？毒もなく、人を見たら逃げてしまうような大人しいヘビ

ですが、しつこく構われたら、威嚇するからね。主に日中に活動し

ますが、夜動くこともあります。主食はミミズ。ミミズを食べてい

る時はまるでうどんをすすっているように見えるんだって。 撮影：村山望

２日（日）小中一斉授業参観

（中）親子もちつき大会

３日（月）小中振替休日　区長会

（園）個人面談 ～７日

４日（火）（中）新入生保護者説明会

７日（金）「体験の翼」冬季交流 ～ 10 日

８日（土）国頭地区ﾐﾆﾊﾞｽｹｯﾄ交歓会 ～９日・15 日

11 日（火）建国記念の日

13 日（木）旧十六日

14 日（金）（園）保育参観日

17 日（月）（小）新入生保護者説明会

21 日（金）（園）お別れ遠足

23 日（日）天皇誕生日

24 日（月）振替休日

26 日（水）（小）新１年生体験入学

５年生お招き会

27 日（木）定例教育委員会会議

２月９日

ふくの日


